
第４回福大韓国学シリーズ（講演会）Webexオンライン開催

在日コリアンの省察と疎通

—映画「月はどっちに出ている」を中心に—

• 講演概要：
在日コリアンの主権と領土の整合性が崩れ始めたのは、

1952年にサンフランシスコ講和条約が締結されてからで
ある。何の選択権も与えられないまま外国人として追い
出され、事実上の無国籍状態となった在日コリアンが最
初に選んだのは、帰還という手段を通じて主権と領土の
矛盾を解決することであった。自発的な帰還も多かった
が、サンフランシスコ講和条約以降は帰国運動（北送）
をはじめ、半自発的な帰還が主となっていた。
帰還でない方式で主権と領土のずれを解決しようとす

る努力は、70年の日立製作所就職差別訴訟と80年の指紋
押捺拒否運動を経ながら行われていた。一国の国民では
なく、韓国と日本にまたがる市民、即ちデニズン（永住
市民）となる道を選んだのだ。
しかしながら、90年代以降、在日コリアンは日本国内

での主権と領土の問題をきちんと解決するべく、自らを
「在日コリアン」ではなく、「在日外国人」-多国家市民
として認識し始めるようになったが、その過程を最もよ
く描いている映画が「月はどっちに出ている」である。
今回の講義ではこのような背景をもとに、在日コリアン
の省察と疎通の過程を共に考察していきたい。

・日時：2020年10月23日（金）14：40～16：10（4限）

・使用言語：日本語 ・入場開始：14：30

主催：科研費「植民地期朝鮮における思想史研究の基礎構築（1）：民族改良・実力養成・自治論」

（若手研究、18K12214）

共催：福岡大学人文学部東アジア地域言語学科

お問い合わせ先：ryuch@fukuoka-u.ac.jp（東アジア地域言語学科・柳忠熙）

オンライン開催の関係でご参加を希望される方は、
以下のURLか右のQRコードを通じて事前申請をお願いいたします。

https://forms.gle/6o37xdJcv4HpCwqXA

• 専門分野：韓国文学・映画
• 著作：『幻想と絶望』（東洋
経済新報社、2005) 、『在日
コリアン、三色の境界を越え
て』（고즈윈、2007［韓国
語］)、『東アジア市民社会を
志向する韓国』（編著、風響
社、2019）など

講演者：申明直（シン・ミョンジク）
（熊本学園大学外国語学部東アジア学科・教授）


